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平成２１年度　学内公募研究費申請書

	研究代表者
	所属
	生理学
	氏名
	川喜田健司

	新規・継続
	新　規　　　・　　継　続

	研究の分類
	１．一般公募研究　　　　２．若手育成研究　　　　３．統合医療推進研究

	研究課題
	ウマを介在させた多面的活動の実践とその評価システムの開発

	研究経費

（単位千円）
	項　目
	備品費
	消耗品費
	旅費
	謝金
	合計

	
	金　額
	
	
	
	
	１０００

	研究組織

（研究分担者）
	所属・氏名
	役割

	
	生理学　　　　　　中山　登稔
	ヒトとウマの相互作用の解析

	
	精神看護学　　　柴田早苗
	ストレス緩和の計測

	
	体育学　　　　　　西尾　庄平　　　
	ウマがもたらす影響のアンケート調査

	
	物理学　　　　　　都築　英明
	表情評価の解析の再検討

	
	健康鍼灸学　　　矢野　忠
	乗馬のもたらす心地よさの解析

	
	愛知県コロニー　慶野　裕美
	自閉症児へのウマ介在活動

	【研究目的（当該研究を本学で実施する必要性と何を明らかにするのかも含めて）】
本学の立地条件は、比較的環境に恵まれ自然が豊かであることが挙げられる。
統合医療を標榜する本学にとって、従来の研究室や病院における研究活動のほかに、さまざまなや多面的な研究や地域に根ざした活動も不可欠である。幸いにして、本学には馬場が整備され、比較的近距離に乗馬施設があることから、すでにイベントとして、あるいは不定期ながら継続的に乗馬活動が行われている。

　今回の研究の目的は、これまでおもに学生や教職員を対象にしてウマに親しんでもらってきた活動を基礎にして、乗馬活動の成果を、何らかの形でエビデンスとして積み上げることで、本学の統合医療の一翼をになうウマを介在させた活動の基盤づくりをおこなうことにある。
ウマを介在させた活動は、単に乗馬を楽しむことだけではなく、ウマに触れ、ウマのいる環境で時間を過ごすことが含まれており、その活動によってどのような変化が得られるかを多面的にかつ経時的に調査・研究することが必要である。

そこで今回の研究では心身面への影響を、アンケート調査、顔表情の記録、生理学的指標の記録、生化学的解析を指標とした、繰り返しウマ介在活動の効果を明らかにする。

また、広汎性発達障害児に対する乗馬セラピーが療育的な効果をもたらすことが知られており、申請者もその活動の取り組みに協力してき経緯がある。現在、南丹市においても発達障害児のための活動が取り組まれ、またいくつかの障害児の団体からの要望も受けていることから、その具体的な実践プログラムを作成することも急務となっている。そこで、これまでの実践経験が豊富であり積極的に学会で発表されている愛知県コロニーの慶野女史の協力を得て、具体的な活動のための基礎をつくるための啓蒙的な活動をおこない、本学の取り組みをひろく理解して貰うことを計画した。

	【研究計画】

1． ,ウマの介在による影響の検討のための評価表の作成と調査の実施
　　　　　アンケート調査票を作成し、ウマ介在活動の心身状態への変化を評価する。

　　　　　そのアンケート調査項目の信頼性評価を行い、その経時的変化を解析する。
2． 顔表情の解析システムの再検討
　　　　　　これまでのデータを基礎にして、ウマ介在活動時の表情の画像を用いた解析の

　　　　　　自動化、ならびに新たな解析手法を取り入れた再解析を実施する。
3． 脳派、心電図の記録による生体情報のモニターとその変化の解析

　　　　　ヒトとウマから得られた生体情報にもとづく繰り返しウマ介在活動の効果を解析する。　　

4． 唾液によるストレスの評価

　　　　　　評価方法の再現性のチェックならびに経時的か変化の追跡調査を実施する。
5． 自閉症児のための乗馬セラピープログラムの作成と啓蒙活動
　　　　　　　　具体的なウマ介在活動の自閉症児への影響のこれまでの実績を紹介するとともに、
　　　　　　　　具体的なプログラムを作成し、実施する体制をつくりあげる。
ウマの貸与費（一回３万＊30回実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　900千円　　　
旅費　　　明治国際医療大学―愛知県コロニー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　80
謝金　(宿泊費含む)　技術提供　　　　　　（4　回実施）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　120
消耗品費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　320
　唾液：こころセンサー用キット
　電池（テレメーター）、記録メディア、テープ他
印刷費（アンケート資料作成）、会議費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
文献複写費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小計　1500　(千円)

	研究経費の妥当性
	今回の研究は継続的なウマの介在活動が必要であり、そのための経費は不可欠である。

	備品の内訳

品名・仕様

（単価×数量）
	特になし
既存の備品ならびに機器を使用する。


	謝金・旅費の必要性及び積算根拠
	今回の自閉症児に対するウマ介在活動の実践には、経験豊富な指導者の招聘が不可欠である。謝金と旅費は基本的には実費支給である。

	科研費の応募状況
	今年度の科研費（新規）
	１．応募した　　　　　２．応募しなかった

	
	今年度科研費に採択されている場合（新規・継続含む）の研究テーマ


